
 

 

 

 

 

 

 

デジタルアーカイブの提示活用“沖縄おぅらい”の 

利活用・還元・運用について 

後藤忠彦、加藤真由美（岐阜女子大学） 

 岐阜女子大学では、2000 年頃から沖縄の地域文化資料の収集・保管を集めて、約 2 万件の映像、戦中・

戦後の人々の話、沖縄の芸能文化等についてのオーラルヒストリーが保管されている。これを用いて、沖

縄の観光案内“沖縄おぅらい”の開発を進め、2011 年に高校生の修学旅行用としての活用を展開した。 

(注)「おうらい」は平安末期から明治まで教科書に近い言葉として使われてきた古語である。例えば、沖

縄には、袋中上人“琉球往来”がある。（高校生の皆さん、平安末期、鎌倉時代、江戸時代にどのような往

来物があったか、調べてみよう！） 

 

１．利活用…社会に対応させた開発・活用の必要性 

 2010 年頃に、観光デジタルアーカイブとして開発提供しようとしたとき、大きな課題があった。当時

は、“高校によって学校でスマートフォン、情報端末等の利用ができない、禁止されていた”時代であった。

（現在は GIGA スクール構想もあり、社会(学校)の情勢も大きく変わってきた。）そこで、デジタルアー

カイブは情報端末で見るべきと主張しても使われなければまったく意味のないことであり印刷メディア

とデジタルメディアの連携を図り、カタログとしての“沖縄おぅらい”の出版物を印刷した。この“沖縄おぅ

らい”の出版物には、目次、各領域別で各項目が約 1/2 ページでカタログ・案内(メタデータと考えてもよ

い)を印刷し、QR コード、その後 AR を使いデジタルデータとの連携を図った。(なお、DA“沖縄おぅら

い”の中にもカタログが記録されていて、印刷物“沖縄おぅらい”を使わなくても利用できる。) 
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資料のデジタル化・保管・流通・活用等の実践紹介 



 

 

２．多くの人に使わせるための運用の計画と実施 

 デジタルアーカイブを開発したから「使え」の発想では、多くの利活用へ発展させることは現状では困

難である。それぞれの分野・領域で、いろいろな利活用に対する課題があり、これをいかに解決、広く利

用できるようにするかが運用上の 1 つの課題である。例えば、“沖縄おぅらい”は 2011 年から毎年 1 万名

以上に使われてきたが、これには社会がもつ課題への対応ができる運用能力が必要である。 

 また、デジタルアーカイブを利用者に対応した、よりよい構成のコンテンツに発展させるためには、活

用者からのフィードバック(還元情報)をいかに収集・保管・整理して改善するかが課題である。 

 デジタルアーカイブを有効に活用させるためには、提示システムの開発から、利用者に適した活用、広

報、還元、改善等の一連の運用計画をいかに立て、実施するかが重要である。各機関で運用計画を立てず、

ただ開発に終わったデジタルアーカイブが多いのも事実である。 

 

３．還元情報の取り扱い 

 デジタルアーカイブを活用した結果のフィードバック

（還元情報）は、改善のためとその活用の推進・発展の

ためにも必要である。 

 “沖縄おぅらい”では、次のような還元情報があり、これ

らを収集・整理し、改善や活用の推進に利用している。 

 

（１）活用結果の評価・改善 

 沖縄おぅらいを活用した結果から、コンテンツの改善、沖縄おぅらいの構成の改善(年表、記入表等の

追加も含め)等の各種評価・要望を還元情報として受け止め、整理し、必要に応じて改善し、さらにメタ

データの関係項目に記入をしている。 

 

（２）活用方法の情報提供 

 実際に、デジタルアーカイブ“沖縄おぅらい”を活用し、その活用方法として他の人に参考になる情報が

提供される。(例えば、沖縄のレシピを観光以外での活用例の紹介) 

 

（３）活用者が収集・開発したコンテンツの提供 

 観光で、新しい映像の撮影・コンテンツを作成され、“沖縄おぅらい”に必要であれば保管し、他の人の

活用に役立てられるように提供される。 

 このように、多様な還元情報等の提供がされ、これを還元情報集約表で整理しているが、今後、関連

データ等の活用へ発展させるべきである。 

デジタル 
アーカイブ 

“沖縄おぅらい” 

印刷物 
カタログとしての
利用、QRコード 

事前・実施・事後
で利用 

QRコード 
を使い表示 


